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は じ め に 
 
この報告書は、阪神・淡路大震災からの 10年目にあたる平成 17年 1月に実施した生活

復興調査の結果をまとめたものである。この調査は、わが国の防災にとって新しい課題で

ある復興過程について科学的に調査し、次の災害に備えることを目的としている。巨大な

都市地震災害から立ち直ろうと努力してきた被災地の人々の努力を、生活復興の過程を中

心にして、その実態を継続的な社会調査を通して明らかにしてきた。 
幸いにも、震災復興に関して、こうした科学的な調査を継続的に実施することの重要性

を兵庫県が認識した結果、この調査は、まず平成 11年 2月に、財団法人阪神・淡路大震災
記念協会からの委託を受け、「震災後の居住地の変化とくらしの実情に関する調査」として

実施した。そして、「生活復興調査」として、兵庫県阪神・淡路大震災復興本部総括部復興

企画課からの委託事業である第１回目を平成 13年 1月に、第２回目を平成 15年 1月に実
施し、今回は、兵庫県県土整備部住宅復興局復興推進課からの委託事業として、震災 10年
目の平成 17年 1月に隔年で 3回実施する最終回の調査として実施した。まったく同じ災害
は二度と起きることはないだろう。しかし、阪神・淡路大震災からの生活復興に際して被

災地の人々が示した全体としての行動傾向は、次の災害場面でも、また同じような形で発

現するはずである。さらに、阪神・淡路大震災の教訓は、今後の防災に活かすべき貴重な

資産である。 
この 4 回の調査を通して、それぞれの調査時点で被災地の人々がいだく生活復興感を科
学的に測定することに主眼をおき、その規定因として「すまい」「人と人とのつながり」「ま

ち」「そなえ」「こころとからだ」「くらしむき」「行政とのかかわり」という生活再建の 7
要素の影響について分析を加えてきた。平成 17 年に実施した今回の調査では、平成 13 年
以来これまでつねに復興感の重要な規定因となってきた震災による被害の大きさが、今回

は復興感の規定因とならなかった。このことは震災発生から 10年を経て、生活復興にひと
つの区切りがつき、これまでとは異なる段階に進んだことを示唆するものと考えている。

ある意味では科学的に生活復興過程を捉える上では大きな発見となったといえよう。 
 本調査の実施にあたっては、調査の企画と実施を京都大学防災研究所巨大災害研究セン

ターが担当したが、調査設計から最終報告書の作成までの全過程を、同志社大学立木茂雄

教授、奈良女子大学大学院野田隆教授、京都大学防災研究所矢守克也助教授、京都大学防

災研究所牧紀男助教授、防災科学技術研究所地震防災フロンティア研究センター堀江啓研

究員、名古屋大学災害対策室木村玲欧助手、京都大学防災研究所巨大災害研究センター田

村圭子研究員からなるチームを編成して活動してきた。調査の実査は、今回もハイパーリ

サーチ株式会社の浦田康幸さんに全面的にご協力いただいた。 
 被災者の生活復興過程に関する知見を、兵庫県において復興 10年に至るまで継続的に収
集・蓄積し、次世代に向かって発信することができたことをうれしく思うとともに、兵庫

県復興推進課の松久士朗氏の忍耐強い全面的なご協力がなければ、この調査が実施できな

かったことを記して、謝意を表したい。 
 

平成１８年３月 
京都大学防災研究所 教授 

林 春男 
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